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●
農
業
に
触
れ
て
未
来
の
後
継

　
者
を
育
て
る

　

甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策

協
議
会
（
宮
本
修
治
会
長
）
で
は
、

後
継
者
育
成
支
援
対
策
の
一
環
と

し
て
、
甲
佐
中
学
校
（
加
藤
敬
之

校
長
２
５
０
人
）
生
徒
を
対
象
に

毎
年
、
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
20
日
（
木
）
〜
21
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
同
学
習
会

に
は
、
同
中
１
年
生
14
人
が
参
加

し
熊
本
農
業
高
校
（
熊
本
市
南

区
）
と
熊
本
農
業
大
学
校
（
合
志

市
）
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
熊
農
高
で
は
、
作

物
の
ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
し
、
農

業
大
学
校
で
は
、
施
設
の
見
学
、

果
物
摘
み
取
り
や
糖
度
測
定
な
ど

を
体
験
。
畜
舎
で
は
、
乳
牛
に
つ

い
て
学
習
し
た
後
、
子
牛
の
ミ
ル

ク
や
り
を
体
験
し
た
り
、
散
歩
を

楽
し
ん
だ
り
と
、
家
畜
と
触
れ
合

い
な
が
ら
畜
産
の
魅
力
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育

セ
ン
タ
ー
（
合
志
市
）
で
は
、
農

協
の
仕
組
み
や
食
の
大
切
さ
を
学

習
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
西
原
村
の
阿
蘇
ミ

ル
ク
牧
場
で
加
工
食
品
づ
く
り
体

験
「
手
づ
く
り
ウ
イ
ン
ナ
ー
」
に

挑
戦
。
材
料
の
ひ
き
肉
を
こ
ね
る

作
業
か
ら
、
ヒ
ツ
ジ
の
腸
に
肉
を

詰
め
て
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
形
に
仕
上

げ
る
工
程
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
団
行
動
や
宿
泊
を
通
し

て
、
集
団
生
活
に
お
け
る
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
農
業
の
魅

力
を
感
じ
た
野
仲
健
太
郎
く
ん

（
上
早
川
四
区
）
は
、「
農
業
の
楽

し
さ
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
も
大
き
く
な
っ
た
ら
農
業
を

し
た
い
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

８月20（木）～21（金）甲佐中生徒が農業体験学習
甲佐町産業後継者育成対策協議会

ト ピ ッ ク ス

▲ウインナーづくりに挑戦する生徒たち

▲

熊
本
農
業
高
校
の
ハ
ウ
ス
で
作
物
の
特
徴
や
育
て
方
に
つ
い
て
学
ぶ
生
徒
た
ち
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●
環
境
保
全
に
取
り
組
む

　

　
き
っ
か
け
を
作
る
フ
ェ
ア

　

９
月
19
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
う
さ
環
境

フ
ェ
ア
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
践

す
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
と
町
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
約
１
２
０
人
が
参

加
。
講
演
や
展
示
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
緑
の
生
活
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
の
佐
藤
彩

己
子
さ
ん
が
、「
そ
も
そ
も
、

ど
う
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
」
と
題
し
て

講
演
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
む
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
小
学
校
は
、
環
境

な
ど
の
学
習
成
果
を
壁
新
聞
な

ど
で
発
表
。
エ
コ
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
浄
化
槽
の
仕
組
み
な
ど

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

●
環
境
に
関
す
る
表
彰

　

講
演
会
の
後
に
は
、
平
成
27

年
度
環
境
教
育
啓
発
作
品
と
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
入
賞

者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
教
育
啓
発
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
町
教
育
委
員
会
が

主
催
。
み
ど
り
川
の
絵
コ
ン

ク
ー
ル
の
部
に
２
１
８
点
、
緑

川
環
境
美
化
標
語
の
部
に
２
２

４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
特
選
受
賞
者
（
敬
称
略
）

○
み
ど
り
川
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

の
部

　

宮
﨑
雄
矢
（
龍
野
小
１
年
・

下
横
田
区
）、
鹿
耳
俊
希
（
白

旗
小
２
年
・
早
川
区
）、
菊
地

こ
こ
ろ
（
龍
野
小
３
年
・
下
横

田
区
）

○
緑
川
環
境
美
化
標
語
の
部

　

舛
田
海
菜
（
乙
女
小
４
年
・

府
領
区
）、
中
川
一
樹
（
白
旗

小
５
年
・
糸
田
区
）、
田
上
美

悠
（
龍
野
小
６
年
・
中
横
田
区
）

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
自
然
の
カ
ー
テ
ン
を

作
り
、
日
差
し
を
遮
る
こ
と
で

節
電
を
図
る
た
め
に
、
町
が
主

催
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

◯
家
庭
部
門

　

松
本
茂
（
船
津
区
）

◯
事
業
所
部
門

　

乙
女
小
学
校

●
み
ん
な
の
川
と
海
を
守
る

　
た
め
の
清
掃
活
動
を
実
施

　

９
月
５
日
（
土
）
平
成
27
年

度
「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川

と
海
づ
く
り
デ
ー
」
緑
川
流
域

一
斉
美
化
清
掃
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
活
動
は
、
県
、
県
教
育
委

員
会
、
甲
佐
町
緑
川
流
域
美
化

活
動
推
進
協
議
会
な
ど
が
主
催
。

県
内
の
川
と
海
を
清
掃
活
動
な

ど
を
通
し
て
守
り
、
健
全
な
姿

で
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
県
下
一
斉
清
掃
活

動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
内
の
緑
川
流
域
に
も
多

　
く
の
参
加
者
が
集
合

　

町
内
で
は
、
甲
佐
中
学
校

（
加
藤
敬
之
校
長
２
５
０
人
）

と
甲
佐
高
校
（
山
下
由
美
校
長

１
３
６
人
）
の
生
徒
１
２
８
人

を
含
む
地
域
住
民
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
行
わ
れ
た
清
掃
活

動
で
は
、
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
、
麻
生
原
運
動
公
園
、

津
志
田
河
川
自
然
公
園
、
安
津

橋
周
辺
の
４
会
場
で
、
紙
く
ず

や
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

家
具
や
家
電
な
ど
の
ご
み
を
回

収
。
町
内
全
体
で
約
２
１
０
㌔

を
回
収
し
ま
し
た
。

郷
土
の
環
境
を
守
っ
て
、
快
適
な
暮
ら
し
を
次
代
へ
引
き
継
ご
う

こ
う
さ
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
５
・
く
ま
も
と
み
ん
な
の
川
と
海
づ
く
り
デ
ー

▲浄化槽に関するブースで学ぶ来場者たち
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▼

緑
川
の
河
川
敷
で
清
掃
を
行
う
参
加
者


